
JP 5162565 B2 2013.3.13

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明樹脂およびその前駆体からなる色素担体、色素（カーボンブラックを除く）、下記
式（１）で表される光重合開始剤、および増感剤を含有する感光性着色組成物であって、
該増感剤が光重合開始剤と増感剤の合計量を基準として０．５～６０重量％であって、か
つ色素の含有量が、感光性着色組成物の全固形物を基準として２０～５０重量％であるこ
とを特徴とする感光性着色組成物。
【化１】

（式中、Ｒ1～Ｒ4は、水素原子、Ｃ1～Ｃ6のアルキル基、または置換基を有しても良いフ
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ェニル基を示す。）
【請求項２】
　増感剤が、トリエタノールアミン、メチルジエタノールアミン、トリイソプロパノール
アミン、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、４－ジメチルアミノ安息香酸エチル、４－
ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、安息香酸２－ジメチルアミノエチル、４－ジメチル
アミノ安息香酸２－エチルヘキシル、Ｎ，Ｎ－ジメチルパラトルイジン、４，４'－ビス
（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４'－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン
、４，４'－ビス（エチルメチルアミノ）ベンゾフェノンからなる群から選ばれるいずれ
かであることを特徴とする請求項１記載の感光性着色組成物。
【請求項３】
　光重合開始剤が下記式（２）で表される化合物である請求項１または２記載の感光性着
色組成物。
【化２】

【請求項４】
　透明樹脂の重量（Ｐ）とその前駆体の重量（Ｍ）との比率が下記関係にあることを特徴
とする請求項１～３いずれか１項に記載の感光性着色組成物。
Ｍ／Ｐ＝０．１０～１．２０
【請求項５】
　光重合開始剤の重量（Ｉa）と透明樹脂の前駆体の重量（Ｍ）との比率が下記関係にあ
ることを特徴とする請求項１～４いずれか１項に記載の感光性着色組成物。
Ｉa／Ｍ＝０．２０～１．５０
【請求項６】
　光重合開始剤と増感剤の合計重量（Ｉb）と透明樹脂の前駆体の重量（Ｍ）との比率が
下記関係にあることを特徴とする請求項１～４いずれか１項に記載の感光性着色組成物。
Ｉb／Ｍ＝０．２０～１．５０
【請求項７】
　透明基板上に、請求項１～６いずれか１項に記載の感光性着色組成物から形成されるフ
ィルタセグメントを備えることを特徴とするカラーフィルタ。

                                                                                
      
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー液晶表示装置、カラー撮像管素子等に用いられるカラーフィルタの製
造に使用される感光性着色組成物、および該感光性着色組成物から形成されるフィルタセ
グメントを備えるカラーフィルタに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）を構成するカラーフィルタは、ガラス等の透明な基板の表
面に２種以上の異なる色相の微細な帯（ストライプ）状のフィルタセグメントを平行また
は交差して配置したもの、あるいは微細なフィルタセグメントを縦横一定の配列で配置し
たものからなっている。フィルタセグメントは、数ミクロン～数１００ミクロンと微細で
あり、しかも色相毎に所定の配列で整然と配置されている。
【０００３】
　近年、カラー液晶表示装置は、液晶カラーテレビやカーナビゲーション用および液晶表
示装置一体型のノートパソコンとして大きな市場を形成するに至っており、省エネ、省ス
ペースという特徴を活かしたデスクトップパソコン用のモニターおよびテレビとしても普
及し始めている。従来のＣＲＴに代わる表示装置として注目されているが、現状では液晶
表示装置の色再現特性はＣＲＴのそれよりも劣っている。
　そこで、各色のフィルタセグメントが配置されたカラーフィルタにおいては、高色再現
性の要求が高まっている。
【０００４】
　また、コントラスト向上のため、カラーフィルタの各色のフィルタセグメント間にブラ
ックマトリックスが配置されるのが一般的であるが、このブラックマトリックスの形成材
料は、近年、環境問題、低反射化、低コスト化の観点から、金属クロム製ブラックマトリ
ックスに代わり、樹脂に遮光性の色素を分散させた樹脂製ブラックマトリックスが着目さ
れている。しかしながら、樹脂製ブラックマトリックスにおいては、金属クロム製ブラッ
クマトリックスに比べ、遮光性（光学濃度）が低いという問題点がある。
【０００５】
　カラーフィルタの色再現特性向上およびブラックマトリックスの遮光性向上のためには
、感光性着色組成物中の色素の含有量を多くするか、あるいは、膜厚を厚くする必要があ
る。しかし、色素の含有量を多くする方法においては、感度低下、現像性、解像性が悪化
する等の問題が発生する。膜厚を厚くする方法においては、膜底部まで露光光が届かず、
パタ－ン形状が不良となる等の問題が発生する。
　このような問題を解決するため、感光性着色組成物の高感度化が必要であり、一般的に
は、（１）樹脂への反応性二重結合の付与、（２）光重合開始剤、増感剤の選択あるいは
増量、（３）モノマーの選択あるいは増量等が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－２３３８４２号公報
【特許文献２】特開２００１－２６４５３０号公報
【特許文献３】特開２００３－１５６８４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、樹脂への二重結合の付与や光重合開始剤、増感剤およびモノマーの選択
だけでは、感度向上には限界がある。特に、光重合開始剤を増量すると、光重合開始剤特
有の色による着色、耐熱性の低下、光透過率の減少、解像力の低下等が生じる。また、モ
ノマーを増量すると、タック等の問題が生じる。
　そこで、本発明は、色素含有量が高い、あるいは膜厚が厚くとも、高感度で、且つパタ
－ン形状が優れた感光性着色組成物、およびそれを用いたカラーフィルタの提供を目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の感光性着色組成物は、高感度であり、且つ優れたパタ－ン形状が得られるよう
にするため、下記式（１）で表される光重合開始剤を用いることを特徴とする。
　すなわち、透明樹脂およびその前駆体からなる色素担体、色素（カーボンブラックを除
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であって、該増感剤が光重合開始剤と増感剤の合計量を基準として０．５～６０重量％で
あることを特徴とする感光性着色組成物である。
　また、本発明のカラーフィルタは、上記感光性着色組成物から形成されるフィルタセグ
メントを具備するカラーフィルタである。
【化１】

（式中、Ｒ1～Ｒ4は、水素原子、Ｃ1～Ｃ6のアルキル基、または置換基を有しても良いフ
ェニル基を示す。）
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の感光性着色組成物は、特定の化合物を光重合開始剤として用いることにより、
色素含有量が高い、あるいは各色フィルタセグメントの形成膜厚が厚くとも、高感度で、
且つ優れた各色フィルタセグメントを形成することができる。
　従って、本発明の感光性着色組成物を用いることにより、高品質なカラーフィルタを得
ることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　まず、本発明における感光性着色組成物について具体的に説明する。
　本発明の感光性着色組成物は、透明樹脂およびその前駆体からなる色素担体、色素およ
び上記式（１）で表される光重合開始剤を含有する。
　上記式（１）で表される光重合開始剤は、感度が高く、該光重合開始剤を含有する感光
性着色組成物を用いることにより、優れたパタ－ン形状のフィルタセグメントを形成する
ことができる。特に、光重合開始剤は、下記式（２）で表される化合物であることが好ま
しい。
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【化２】

【００１１】
　本発明の感光性着色組成物には、上記式（１）で表される化合物と共に、他の光重合開
始剤を併用することができる。
　他の光重合開始剤としては、４－フェノキシジクロロアセトフェノン、４－ｔ－ブチル
－ジクロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフェノン、１－（４－イソプロピルフェニ
ル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、１－ヒドロキシシクロヘキシル
フェニルケトン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニル
）－ブタン－１－オン等のアセトフェノン系化合物、ベンゾイン、ベンゾインメチルエー
テル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル、ベンジルジメチル
ケタール等のベンゾイン系化合物、ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ベンゾイル安
息香酸メチル、４－フェニルベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、アクリル化ベ
ンゾフェノン、４－ベンゾイル－４'－メチルジフェニルサルファイド、３，３'，４，４
'－テトラ（ｔ－ブチルパーオキシカルボニル）ベンゾフェノン等のベンゾフェノン系化
合物、チオキサントン、２－クロルチオキサントン、２－メチルチオキサントン、イソプ
ロピルチオキサントン、２，４－ジイソプロピルチオキサントン、２，４－ジエチルチオ
キサントン等のチオキサントン系化合物、２，４，６－トリクロロ－ｓ－トリアジン、２
－フェニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－メトキシ
フェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－トリル）
－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－ピペロニル－４，６－ビス
（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－スチ
リル－ｓ－トリアジン、２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）
－ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス（トリクロ
ロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４－トリクロロメチル－（ピペロニル）－６－トリア
ジン、２，４－トリクロロメチル（４'－メトキシスチリル）－６－トリアジン等のトリ
アジン系化合物、１，２－オクタンジオン，１－〔４－（フェニルチオ）－，２－（Ｏ－
ベンゾイルオキシム）〕、Ｏ－（アセチル）－Ｎ－（１－フェニル－２－オキソ－２－（
４'－メトキシ－ナフチル）エチリデン）ヒドロキシルアミン等のオキシムエステル系化
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合物、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキサイド、２，
４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド等のホスフィン系化合物
、９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアントラキノン等のキノ
ン系化合物、ボレート系化合物、カルバゾール系化合物、イミダゾール系化合物、チタノ
セン系化合物等が用いられる。これらの光重合開始剤は１種または２種以上混合して用い
ることができる。
　光重合開始剤の使用量は、感光性着色組成物の全固形分量を基準として０．５～５０重
量％が好ましく、より好ましくは３～３０重量％である。
【００１２】
　さらに、増感剤として、トリエタノールアミン、メチルジエタノールアミン、トリイソ
プロパノールアミン、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、４－ジメチルアミノ安息香酸
エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル、安息香酸２－ジメチルアミノエチル、
４－ジメチルアミノ安息香酸２－エチルヘキシル、Ｎ，Ｎ－ジメチルパラトルイジン、４
，４'－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４'－ビス（ジエチルアミノ）ベン
ゾフェノン、４，４'－ビス（エチルメチルアミノ）ベンゾフェノン等のアミン系化合物
を併用することもできる。これらの増感剤は１種または２種以上混合して用いることがで
きる。
　また、増感剤の中でも４，４'－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４'－ビ
ス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノンが好ましく、より好ましくは４，４'－ビス（ジエ
チルアミノ）ベンゾフェノンである。
　増感剤の使用量は、光重合開始剤と増感剤の合計量を基準として０．５～６０重量％が
好ましく、より好ましくは３～４０重量％である。
【００１３】
　さらに、本発明の感光性着色組成物には、連鎖移動剤としての働きをする多官能チオー
ルを含有させることができる。
　多官能チオールは、チオール基を２個以上有する化合物であればよく、例えば、ヘキサ
ンジチオール 、デカンジチオール 、１，４－ブタンジオールビスチオプロピオネート、
１，４－ブタンジオールビスチオグリコレート、エチレングリコールビスチオグリコレー
ト、エチレングリコールビスチオプロピオネート、トリメチロールプロパントリスチオグ
リコレート、トリメチロールプロパントリスチオプロピオネート、トリメチロールプロパ
ントリス（３－メルカプトブチレート）、ペンタエリスリトールテトラキスチオグリコレ
ート、ペンタエリスリトールテトラキスチオプロピオネート、トリメルカプトプロピオン
酸トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、１，４－ジメチルメルカプトベン
ゼン、２、４、６－トリメルカプト－ｓ－トリアジン、２－（Ｎ，Ｎ－ジブチルアミノ）
－４，６－ジメルカプト－ｓ－トリアジン等が挙げられる。これらの多官能チオールは、
１種または２種以上混合して用いることができる。
【００１４】
　多官能チオールの使用量は、感光性着色組成物の全固形分量を基準として０．１～３０
重量％が好ましく、より好ましくは１～２０重量％である。０．１質量％未満では多官能
チオールの添加効果が不充分であり、３０質量％を越えると感度が高すぎて逆に解像度が
低下する。
【００１５】
　色素担体は、上述したように、透明樹脂およびその前駆体から構成される。透明樹脂は
、可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長領域において透過率が好ましくは８０％以上
、より好ましくは９５％以上の樹脂である。透明樹脂には、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂
、および感光性樹脂が含まれ、その前駆体には、放射線照射により硬化して透明樹脂を生
成するモノマーもしくはオリゴマーが含まれ、これらを単独で、または２種以上混合して
用いることができる。
【００１６】
　熱可塑性樹脂としては、例えば、ブチラール樹脂、スチレンーマレイン酸共重合体、塩
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素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル－酢酸ビニル共
重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウレタン系樹脂、ポリエステル樹脂、アクリル系樹脂、ア
ルキッド樹脂、ポリスチレン、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム系樹脂、セルロー
ス類、ポリエチレン、ポリブタジエン、ポリイミド樹脂等が挙げられる。また、熱硬化性
樹脂としては、例えば、エポキシ樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、ロジン変性マレイン酸樹
脂、ロジン変性フマル酸樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、フェノール樹脂等が挙げられる
。
【００１７】
　感光性樹脂としては、水酸基、カルボキシル基、アミノ基等の反応性の置換基を有する
線状高分子にイソシアネート基、アルデヒド基、エポキシ基等の反応性置換基を有する（
メタ）アクリル化合物やケイヒ酸を反応させて、（メタ）アクリロイル基、スチリル基等
の光架橋性基を該線状高分子に導入した樹脂が用いられる。また、スチレン－無水マレイ
ン酸共重合物やα－オレフィン－無水マレイン酸共重合物等の酸無水物を含む線状高分子
をヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート等の水酸基を有する（メタ）アクリル化合物
によりハーフエステル化したものも用いられる。
【００１８】
　モノマーおよびオリゴマーとしては、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）ア
クリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メ
タ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、β－カルボキシエチル（メタ
）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジ
オールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリ
プロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）ア
クリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、１, ６－ヘキサンジオー
ルジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡジグリシジルエーテ
ルジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジグリシジルエーテルジ（メタ）ア
クリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリシクロデカニル
（メタ）アクリレート、エステルアクリレート、メチロール化メラミンの（メタ）アクリ
ル酸エステル、エポキシ（メタ）アクリレート、ウレタンアクリレート等の各種アクリル
酸エステルおよびメタクリル酸エステル、（メタ）アクリル酸、スチレン、酢酸ビニル、
ヒドロキシエチルビニルエーテル、エチレングリコールジビニルエーテル、ペンタエリス
リトールトリビニルエーテル、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシメチル（メタ）
アクリルアミド、Ｎ－ビニルホルムアミド、アクリロニトリル等が挙げられる。これらは
、単独でまたは２種類以上混合して用いることができる。
【００１９】
　感光性着色組成物において、透明樹脂の重量（Ｐ）とその前駆体の重量（Ｍ）との比率
Ｍ／Ｐは、０．１０～１．２０であることが好ましく、０．１５～１．００であることが
より好ましく、０．２０～０．９８であることが特に好ましい。Ｍ／Ｐが０．１０未満で
あると低感度となり、Ｍ／Ｐが１．２０を越えるとパタ－ン形状の直線性不良あるいはタ
ック等が生じる。
【００２０】
　また、光重合開始剤の重量（Ｉa）と透明樹脂の前駆体の重量（Ｍ）との比率Ｉa／Ｍは
、０．２０～１．５０であることが好ましく、０．２５～１．４０であることがより好ま
しく、０．３０～１．３０であることが特に好ましい。
【００２１】
　さらに、感光性着色組成物が増感剤を含有する場合には、光重合開始剤と増感剤の合計
重量（Ｉb）と透明樹脂の前駆体の重量（Ｍ）との比率Ｉb／Ｍは、０．２０～１．５０で
あることが好ましく、０．２５～１．４０であることがより好ましく、０．３０～１．３
０であることが特に好ましい。
　Ｉa／ＭおよびＩb／Ｍが０．２０未満であると低感度となり、Ｉa／ＭおよびＩb／Ｍが
１．５０を越えるとパタ－ン形状の直線性不良を生ずる。
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【００２２】
　本発明の感光性着色組成物に含まれる色素としては、有機または無機の顔料を、単独で
または２種類以上混合して用いることができる。顔料のなかでは、発色性が高く、且つ耐
熱性の高い顔料、特に耐熱分解性の高い顔料が好ましく、通常は有機顔料が用いられる。
【００２３】
　以下に、本発明の感光性着色組成物に使用可能な有機顔料の具体例を、カラーインデッ
クス番号で示す。
【００２４】
　赤色フィルタセグメントを形成するための赤色感光性着色組成物には、例えばC.I. Pig
ment Red　７、９、１４、４１、４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、８１：１、
８１：２、８１：３、９７、１２２、１２３、１４６、１４９、１６８、１７７、１７８
、１７９、１８０、１８４、１８５、１８７、１９２、２００、２０２、２０８、２１０
、２１５、２１６、２１７、２２０、２２３、２２４、２２６、２２７、２２８、２４０
、２４６、２５４、２５５、２６４、２７２、２７９等の赤色顔料を用いることができる
。赤色感光性着色組成物には、黄色顔料、オレンジ顔料を併用することができる。
【００２５】
　イエロー色フィルタセグメントを形成するためのイエロー色感光性着色組成物には、例
えばC.I. Pigment Yellow １、２、３、４、５、６、１０、１２、１３、１４、１５、１
６、１７、１８、２０、２４、３１、３２、３４、３５、３５：１、３６、３６：１、３
７、３７：１、４０、４２、４３、５３、５５、６０、６１、６２、６３、６５、７３、
７４、７７、８１、８３、８６、９３、９４、９５、９７、９８、１００、１０１、１０
４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１
８、１１９、１２０、１２３、１２５、１２６、１２７、１２８、１２９、１３７、１３
８、１３９、１４７、１４８、１５０、１５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５
６、１６１、１６２、１６４、１６６、１６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７
２、１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７９、１８０、１８１、１８２、１８
５、１８７、１８８、１９３、１９４、１９９、２１３、２１４等の黄色顔料を用いるこ
とができる。
【００２６】
　オレンジ色フィルタセグメントを形成するためのオレンジ色感光性着色組成物には、例
えばC.I. Pigment orange ３６、４３、５１、５５、５９、６１、７１、７３等のオレン
ジ色顔料を用いることができる。
　緑色フィルタセグメントを形成するための緑色感光性着色組成物には、例えばC.I. Pig
ment Green ７、１０、３６、３７等の緑色顔料を用いることができる。緑色感光性着色
組成物には黄色顔料を併用することができる。
【００２７】
　青色フィルタセグメントを形成するための青色感光性着色組成物には、例えばC.I. Pig
ment Blue １５、１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、２２、６
０、６４、８０等の青色顔料を用いることができる。青色感光性着色組成物には、C.I. P
igment Violet １、１９、２３、２７、２９、３０、３２、３７、４０、４２、５０等の
紫色顔料を併用することができる。
【００２８】
　シアン色フィルタセグメントを形成するためのシアン色感光性着色組成物には、例えば
C.I. Pigment Blue１５：１、１５：２、１５：４、１５：３、１５：６、１６、８１等
の青色顔料を用いることができる。
　マゼンタ色フィルタセグメントを形成するためのマゼンタ色感光性着色組成物には、例
えばC.I. Pigment Violet  １、１９、C.I. Pigment Red１４４、１４６、１７７、１６
９、８１等の紫色顔料および赤色顔料を用いることができる。マゼンタ色感光性着色組成
物には、黄色顔料を併用することができる。
【００２９】
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　また、無機顔料としては、硫酸バリウム、亜鉛華、硫酸鉛、黄色鉛、亜鉛黄、べんがら
（赤色酸化鉄(III)）、カドミウム赤、群青、紺青、酸化クロム緑、コバルト緑、アンバ
ー、チタンブラック、合成鉄黒、酸化チタン、四酸化鉄などの金属酸化物粉、金属硫化物
粉、金属粉等が挙げられる。無機顔料は、彩度と明度のバランスを取りつつ良好な塗布性
、感度、現像性等を確保するために、有機顔料と組み合わせて用いられる。
　　本発明の感光性着色組成物には、調色のため、耐熱性を低下させない範囲内で染料を
含有させることができる。
【００３０】
　感光性着色組成物には、色素を充分に色素担体中に分散させ、ガラス基板等の透明基板
上に乾燥膜厚が０．２～５μｍとなるように塗布してフィルタセグメントを形成すること
を容易にするために溶剤を含有させることができる。溶剤としては、例えばシクロヘキサ
ノン、エチルセロソルブアセテート、ブチルセロソルブアセテート、１－メトキシ－２－
プロピルアセテート、ジエチレングリコールジメチルエーテル、エチルベンゼン、エチレ
ングリコールジエチルエーテル、キシレン、エチルセロソルブ、メチル－ｎアミルケトン
、プロピレングリコールモノメチルエーテルトルエン、メチルエチルケトン、酢酸エチル
、メタノール、エタノール、イソプロピルアルコール、ブタノール、イソブチルケトン、
石油系溶剤等が挙げられ、これらを単独でもしくは混合して用いる。
【００３１】
　感光性着色組成物は、色素または２種以上の色素からなる色素組成物を、上記光重合開
始剤と共に、色素担体および溶剤中に三本ロールミル、二本ロールミル、サンドミル、ニ
ーダー、アトライター等の各種分散手段を用いて微細に分散して製造することができる。
また、２種以上の色素を含む感光性着色組成物は、各色素を別々に色素担体および溶剤中
に微細に分散したものを混合して製造することもできる。色素を色素担体および溶剤中に
分散する際には、適宜、樹脂型顔料分散剤、界面活性剤、色素誘導体等の分散助剤を含有
させることができる。分散助剤は、顔料の分散に優れ、分散後の顔料の再凝集を防止する
効果が大きいので、分散助剤を用いて顔料を色素担体および溶剤中に分散してなる感光性
着色組成物を用いた場合には、透明性に優れたカラーフィルタが得られる。
【００３２】
　樹脂型顔料分散剤としては、顔料に吸着する性質を有する顔料親和性部位と、色素担体
と相溶性のある部位とを有し、顔料に吸着して顔料の色素担体への分散を安定化する働き
をするものである。樹脂型顔料分散剤として具体的には、ポリウレタン、ポリアクリレー
トなどのポリカルボン酸エステル、不飽和ポリアミド、ポリカルボン酸、ポリカルボン酸
（部分）アミン塩、ポリカルボン酸アンモニウム塩、ポリカルボン酸アルキルアミン塩、
ポリシロキサン、長鎖ポリアミノアマイドリン酸塩、水酸基含有ポリカルボン酸エステル
や、これらの変性物、ポリ（低級アルキレンイミン）と遊離のカルボキシル基を有するポ
リエステルとの反応により形成されたアミドやその塩などの油性分散剤、（メタ）アクリ
ル酸－スチレン共重合体、（メタ）アクリル酸－（メタ）アクリル酸エステル共重合体、
スチレン－マレイン酸共重合体、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドンなどの水
溶性樹脂や水溶性高分子化合物、ポリエステル系、変性ポリアクリレート系、エチレンオ
キサイド／プロピレンオキサイド付加化合物、燐酸エステル系等が用いられ、これらは単
独でまたは２種以上を混合して用いることができる。
【００３３】
　界面活性剤としては、ラウリル硫酸ソーダ、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸
塩、ドデシルベンゼンスルホン酸ソーダ、スチレン－アクリル酸共重合体のアルカリ塩、
ステアリン酸ナトリウム、アルキルナフタリンスルホン酸ナトリウム、アルキルジフェニ
ルエーテルジスルホン酸ナトリウム、ラウリル硫酸モノエタノールアミン、ラウリル硫酸
トリエタノールアミン、ラウリル硫酸アンモニウム、ステアリン酸モノエタノールアミン
、ステアリン酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、スチレン－アクリル酸共重合体の
モノエタノールアミン、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステルなどのアニ
オン性界面活性剤；ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエチレンラウリル
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エーテル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエ
ーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタンモノステアレート、ポリエチレン
グリコールモノラウレートなどのノニオン性界面活性剤；アルキル４級アンモニウム塩や
それらのエチレンオキサイド付加物などのカオチン性界面活性剤；アルキルジメチルアミ
ノ酢酸ベタインなどのアルキルベタイン、アルキルイミダゾリンなどの両性界面活性剤が
挙げられ、これらは単独でまたは２種以上を混合して用いることができる。
【００３４】
　色素誘導体としては、有機色素に置換基を導入した化合物であり、有機色素には、一般
に色素とは呼ばれていないナフタレン系、アントラキノン系等の淡黄色の芳香族多環化合
物も含まれる。色素誘導体としては、特開昭６３－３０５１７３号公報、特公昭５７－１
５６２０号公報、特公昭５９－４０１７２号公報、特公昭６３－１７１０２号公報、特公
平５－９４６９号公報等に記載されているものを使用でき、これらは単独でまたは２種類
以上を混合して用いることができる。
【００３５】
　感光性着色組成物には、組成物の経時粘度を安定化させるために貯蔵安定剤を含有させ
ることができ、また、透明基板との密着性を高めるためにシランカップリング剤等の密着
向上剤を含有させることもできる。貯蔵安定剤としては、例えばベンジルトリメチルクロ
ライド、ジエチルヒドロキシアミンなどの４級アンモニウムクロライド、乳酸、シュウ酸
などの有機酸およびそのメチルエーテル、ｔ－ブチルピロカテコール、テトラエチルホス
フィン、テトラフェニルフォスフィンなどの有機ホスフィン、亜リン酸塩等が挙げられる
。
【００３６】
　シランカップリング剤としては、ビニルトリス（β－メトキシエトキシ）シラン、ビニ
ルエトキシシラン、ビニルトリメトキシシラン等のビニルシラン類、γ－メタクリロキシ
プロピルトリメトキシシラン等の（メタ）アクリルシラン類、β－（３，４－エポキシシ
クロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メ
チルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリエトキシ
シラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリエトキシシラン、γ－グリ
シドキシプロピルトリメトキシシラン、γ－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン等
のエポキシシラン類、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、
Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－β（アミノエチル
）γ－アミノプロピルメチルジエトキシシシラン、γ－アミノプロピルトリエトキシシラ
ン、γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリメ
トキシシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミノプロピルトリエトキシシラン等のアミノシラン
類、γ－メルカプトプロピルトリメトキシシラン、γ－メルカプトプロピルトリエトキシ
シラン等のチオシラン類等が挙げられる。
【００３７】
　感光性着色組成物は、溶剤現像型あるいはアルカリ現像型着色レジスト材の形態で調製
することができる。着色レジスト材は、熱可塑性樹脂、熱硬化性樹脂または感光性樹脂と
、モノマーと、光重合開始剤と、溶剤とを含有する組成物中に色素を分散させたものであ
る。
　色素は、感光性着色組成物の全固形分量を基準として５～７０重量％の割合で含有され
ることが好ましい。より好ましくは、２０～５０重量％の割合で含有され、その残部は、
色素担体により提供される樹脂質バインダーから実質的になる。
【００３８】
　感光性着色組成物は、遠心分離、焼結フィルタ、メンブレンフィルタ等の手段にて、５
μｍ以上の粗大粒子、好ましくは１μｍ以上の粗大粒子、さらに好ましくは０．５μｍ以
上の粗大粒子および混入した塵の除去を行うことが好ましい。
【００３９】
　次に、本発明におけるカラーフィルタについて説明する。
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　本発明のカラーフィルタは、透明基板上に、本発明の感光性着色組成物から形成される
フィルタセグメントを備えるものであり、一般的なカラーフィルタは、少なくとも１つの
赤色フィルタセグメント、少なくとも１つの緑色フィルタセグメント、および少なくとも
１つの青色フィルタセグメントを具備、または少なくとも１つのマゼンタ色フィルタセグ
メント、少なくとも１つのシアン色フィルタセグメント、および少なくとも１つのイエロ
ー色フィルタセグメントを具備する。
【００４０】
　透明基板としては、ソーダ石灰ガラス、低アルカリ硼珪酸ガラス、無アルカリアルミノ
硼珪酸ガラスなどのガラス板や、ポリカーボネート、ポリメタクリル酸メチル、ポリエチ
レンテレフタレートなどの樹脂板が用いられる。また、ガラス板や樹脂板の表面には、パ
ネル化後の液晶駆動のために、酸化インジウム、酸化錫などからなる透明電極が形成され
ていてもよい。
　フィルタセグメントの乾燥膜厚は、０．２～１０μｍであることが好ましく、より好ま
しくは０．２～５μｍである。塗布膜を乾燥させる際には、減圧乾燥機、コンベクション
オーブン、ＩＲオーブン、ホットプレート等を使用してもよい。
【００４１】
　フォトリソグラフィー法による各色フィルタセグメントの形成は、下記の方法で行う。
すなわち、溶剤現像型あるいはアルカリ現像型着色レジスト材として調製した感光性着色
組成物を、透明基板上に、スプレーコートやスピンコート、スリットコート、ロールコー
ト等の塗布方法により、乾燥膜厚が０．２～１０μｍとなるように塗布する。必要により
乾燥された膜には、この膜と接触あるいは非接触状態で設けられた所定のパターンを有す
るマスクを通して紫外線露光を行う。その後、溶剤またはアルカリ現像液に浸漬するか、
もしくはスプレーなどにより現像液を噴霧して未硬化部を除去し所望のパターンを形成し
てフィルタセグメントを形成することができる。さらに、着色レジスト材の重合を促進す
るため、必要に応じて加熱を施すこともできる。フォトリソグラフィー法によれば、印刷
法より精度の高いフィルタセグメントが形成できる。
【００４２】
　現像に際しては、アルカリ現像液として炭酸ナトリウム、水酸化ナトリウム等の水溶液
が使用され、ジメチルベンジルアミン、トリエタノールアミン等の有機アルカリを用いる
こともできる。また、現像液には、消泡剤や界面活性剤を添加することもできる。
　現像処理方法としては、シャワー現像法、スプレー現像法、ディップ（浸漬）現像法、
パドル（液盛り）現像法等を適用することができる。
  なお、紫外線露光感度を上げるために、上記着色レジスト材を塗布乾燥後、水溶性ある
いはアルカリ可溶性樹脂、例えばポリビニルアルコールや水溶性アクリル樹脂等を塗布乾
燥し、酸素による重合阻害を防止する膜を形成した後、紫外線露光を行うこともできる。
【実施例】
【００４３】
以下に、実施例により本発明をより具体的に説明するが、本発明はその要旨を超えない限
り以下の実施例に限定されるものではない。
なお、実施例および比較例中、「部」とは「重量部」を意味する。
まず、実施例および比較例で用いたアクリル樹脂溶液の調製について説明する。樹脂の分
子量は、GPC（ゲルパーミエーションクロマトグラフィ）により測定したポリスチレン換
算の重量平均分子量である。
【００４４】
［アクリル樹脂溶液の調製］
反応容器にシクロヘキサノン８００部を入れ、容器に窒素ガスを注入しながら１００℃に
加熱して、同温度で下記モノマーおよび熱重合開始剤の混合物を１時間かけて滴下して重
合反応を行った。
スチレン ６０．０部
メタクリル酸 ６０．０部



(12) JP 5162565 B2 2013.3.13

10

20

30

40

50

メチルメタクリレート ６５．０部
ブチルメタクリレート ６５．０部
アゾビスイソブチロニトリル １０．０部
滴下後さらに１００℃で３時間反応させた後、アゾビスイソブチロニトリル２．０部をシ
クロヘキサノン５０部で溶解させたものを添加し、さらに１００℃で１時間反応を続けて
アクリル樹脂の溶液を得た。アクリル樹脂の重量平均分子量は、約４００００であった。
室温まで冷却した後、樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分加熱乾燥して
不揮発分を測定し、先に合成した樹脂溶液に不揮発分が２０重量％になるようにシクロヘ
キサノンを添加してアクリル樹脂溶液を調製した。
【００４５】
［赤色顔料分散体の調整］
下記の組成の混合物を均一に撹拌混合し、直径１ｍｍのガラスビーズを用いて、サンドミ
ルで５時間分散した後、５μｍのフィルタで濾過し赤色顔料分散体を作製した。
ジケトピロロピロール系顔料(C.I. Pigment Red 254) １０．０部
（チバガイギー社製「イルガフォーレッドＢ－ＣＦ」）
アントラキノン系顔料(C.I. Pigment Red 177) １．６部
（チバガイギー社製「クロモフタールレッドＡ２Ｂ」）
アントラキノン系顔料(C.I. Pigment Yellow 199) ０．４部
（チバガイギー社製「クロモフタールエローＧＴ-ＡＤ」）
分散剤（ゼネカ社製「ソルスパース２００００」） ２．４部
アクリル樹脂溶液 ２８．０部
シクロヘキサノン ５７．６部
【００４６】
［緑色顔料分散体の調整］
顔料を下記顔料に変更した以外は、赤色顔料分散体と同様にして緑色顔料分散体を作製し
た。
ハロゲン化銅フタロシアニン系顔料(C.I. Pigment Green 36) ７．０部
（東洋インキ製造社製「リオノールグリーン６ＹＫ」）
モノアゾ系顔料(C.I. Pigment Yellow 150) ５．０部
（バイエル社製「ファンチョンファーストエローＹ－５６８８」）
【００４７】
［実施例１および比較例１、２］（感光性着色組成物の調整）
表１に示す配合組成で、混合物を均一になるように攪拌混合した後、１μｍのフィルタで
濾過して、各色レジスト材を得た。
【表１】
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【００４８】
モノマー ：トリメチロールプロパントリアクリレート
（新中村化学社製「ＮＫエステルＡＴＭＰＴ」）
光重合開始剤Ａ：前記式（２）で表される化合物
光重合開始剤Ｂ：１，２－オクタンジオン，１－［４－（フェニルチオ）－，２－（Ｏ－
 ベンゾイルオキシム］
（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製「イルガキュア ＯＸＥ０１」）
光重合開始剤Ｃ：２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフェニ 
ル）－ブタノン－１
（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製「イルガキュア ３６９」）
増感剤 ：４，４'－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン
（保土ヶ谷化学社製「ＥＡＢ－Ｆ」）
多官能チオール：トリメチロールプロパントリスチオプロピオネート
溶剤 ：シクロヘキサノン
【００４９】
［フィルタセグメントのパタ－ン形成］
得られたレジスト材をスピンコート法により１０cm×１０cmのガラス基板にポストベーク
後の膜厚が、表２に示す膜厚になるよう塗工した後、クリーンオーブン中で、７０℃で１
５分間プリベークした。次いで、この基板を室温に冷却後、超高圧水銀ランプを用い、フ
ォトマスクを介して紫外線を露光した。その後、この基板を２３℃の炭酸ナトリウム水溶
液を用いてスプレー現像した後、イオン交換水で洗浄し、風乾した。その後、クリーンオ
ーブン中で、２３０℃で３０分間ポストベークを行い、基板上にストライプ状のフィルタ
セグメントを形成した。
【００５０】
［評価］
得られたレジスト材の感度および上記方法により形成されたフィルタセグメントのパタ－
ン形状を下記の方法で評価した。結果を表２に示す。
（感度）
形成されたフィルタセグメントのパタ－ンがフォトマスクの画像寸法とおりに仕上がる照
射露光量をもってレジストの感度とした。評価のランクは次の通りである。
○：１００ｍＪ／ｃｍ2未満
△：１００ｍＪ／ｃｍ2以上３００ｍＪ／ｃｍ2未満
×：３００ｍＪ／ｃｍ2以上
【００５１】
（パタ－ン形状）
形成されたフィルタセグメントのパタ－ンの形状を、（１）パタ－ンの直線性、（２）パ
タ－ンの断面形状により評価を行った。
（１）については、光学顕微鏡により観察して評価を行った。評価のランクは次の通りで
ある。
○：直線性良好
△：部分的に直線性良好
×：直線性不良
（２）については、走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）により観察して評価を行った。評価のラ
ンクは次の通りである。
○：順テーパー形状。
△：ノンテーパー形状。
×：逆テーパー形状。
【００５２】
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【表２】

【００５３】
　表２に示すように、式（２）で表される化合物を光重合開始剤として用いた実施例１は
、高感度であり、得られたパタ－ンの直線性および断面形状も良好であったのに対し、他
の光重合開始剤を用いた比較例１、２は、感度、パタ－ンの直線性および断面形状のいず
れかが不良であり、全てが良好となるものは得られなかった。
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